
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 47 号（No.667）　　2022 年 11 月 20 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヨハネ 21:18-19　･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ２７１番　豊かな実りの時は来た

*交読文　････････････････ ５０番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １７２番　雨をふりそそぎ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　天声：小林伝道師

賛美　･･･････････････････ ３８９番　見よや、十字架の

メッセージ　･･････････････ 人を得て、人を育て、人を残す(１テサロニケ 2:19-20)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ ４０２番　主が「進めよ」と

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ コーエン秋季講義が 11/21 からあります。詳しくはチラシをご覧下さい。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　わたしの愛する＿＿よ。そういうわけだから、＿＿がいつも従順であったように、わたし

が一緒にいる時だけでなく、いない今は、いっそう従順でいて、恐れおののいて自分の

救の達成に努めなさい。＿＿のうちに働きかけて、その願いを起させ、かつ実現に至ら

せるのは神であって、それは神のよしとされるところだからである。すべてのことを、つぶ

やかず疑わないでしなさい。それは、＿＿が責められるところのない純真な者となり、

曲った邪悪な時代のただ中にあって、傷のない神の子となるためである。＿＿は、いの

ちの言葉を堅く持って、彼らの間で星のようにこの世に輝いている。このようにして、キリ

ストの日に、わたしは自分の走ったことがむだでなく、労したこともむだではなかったと誇

ることができる。そして、たとい、＿＿の信仰の供え物をささげる祭壇に、わたしの血をそ

そぐことがあっても、わたしは喜ぼう。＿＿と共に喜ぼう。同じように、＿＿も喜びなさい。

わたしと共に喜びなさい。(ピリピ 2:12-18)

メッセージ概要

　今月、マイケル宣教師を通じて、IM 宣教会日本センターが立ち上げられ、韓国プサン・トーブチームの

中高生が、主イエスの恵み教会を拠点に、学業や宣教活動をし、金曜に帰国した。私達はこれから、今ま

で慣れ親しんできた生活サイクルを脱出し、全く新しい領域へ進む事になる。私達には未来はわからない。

しかしこの数週間、主は確かに、私達の祈りに応えて下さった、という確かな「現在地」を確認できた。

そうであるからには、私達は信じて進むべきである。なぜなら、若者宣教、次世代教育という、祈り続けてき

た実体が、こんなにもありありと、生き生きと目の前に現れたからには、この方向で進む将来には確かに成

功が待っており、弱く何もない私達には全ての必要が備えられ、福音が前進して行く事は確実だからだ。

　今、もし私達の前に敵が立ちはだかっているとするなら、それは、外的なものではない。私達の内に潜む

敵、すなわち「変化に対する拒否反応」「先回りした心配・恐れ」である。エジプトを脱出した民は、主の約

束を信じず、その内なる敵に同意し、昔の奴隷生活に戻ろうとしたため、荒野を放浪して滅んでしまった。

　私達は今、新しい考え方、新しい心に変えられる必要がある。目に見える事を元に計算して生きてきた

今までを脱出し、「主のしるしと導き」に従って生きる道  を、進みゆくべきである。アブラハムが、本土親戚父

の家を出なさいと言われたら、具体的に「どこに」が示されていない時でも、主に従って出たように。また、

三人の博士たちが、メシヤの星が出現したのを見た時、仕事も故郷もそこに置いて、出て来たように。

　今週からコーエンの授業が始まる。コーエンにおいて重視され、また IM 宣教会でも重視されている事は、

「人を残す」事である。コーエン大学設立総長のカン・シンゴン博士は、コロナ禍前の最後の授業で言って

おられた。「人を得て、人を育て、人を残す  。これがわたしが４０年、ずっとやって来た宣教学です。」と。

宣教の極意は、キリストを伝え、キリストにある人を得、キリストにある人を育て、キリストにある人を残す事で

あり、キリストのために、境界線を超えて行き、違う言葉、違う文化の柵を超えて伝える時、宣教となる、と。

　IM 宣教会のマイケル先生も同じビジョンを持っておられる。「次世代教育」と「世界宣教」こそ、わたしの

両肺となっていつも私と共に呼吸している、次世代を起こす事や世界宣教と繋がりのない一切の事は、私

にとっては何の意味もなさない、と公言しておられた。そう、主の福音を伝え、主が与えて下さったいのち

を主の御旨どおりに生かし、育て、主の御国を建てあげる事こそ、私達が元々、目指していたところである。

　イエス様も、３年半の間苦心して建て上げたのは、建物ではなく、仕組みでもなく、「弟子達」すなわち

「人」だった。パウロも、最も心砕いた事は、宣教と、人を建てあげる事だった。次の言葉に集約されている。

『私たちの主イエスが再び来られる時、御前で私たちの望み、喜び、誇りの冠となるのは誰でしょう。  あなた

がたではありませんか  。あなたがたこそ私たちの誉れであり、また喜びなのです。』(１テサロニケ 2:19-20)
　人は一人ひとり、神様から意味が与えられて生を受け、そのご計画に従ってこの時代を生きるようにされ

ている。私達は若者達に、神様から与えられた意味を見出してやり、神様から与えられたタラントを伸ばし  、

神の国をこの時代・この国に広げて行く人材として、彼らを整えて行く、というのが、私達の使命である。

　逆に、共産党は、人をイエスマンにするために情報を統制し、思考や能力を制限し、人を平均化・規格

化させる。個人個人が成果を得る意欲を削ぎ落とし、それでいて一部の特権的な人にだけ高等教育を受

けさせ、下の人は、絶対に上へ上がってこれないようなシステムであるため、福音的な価値観、すなわち、

一人一人が自由に考えたり、それぞれがタラントを伸ばしたりする事を、極度に嫌う。それでマイケル先生

の学校は、ムン政権の中、あらぬ濡れ衣を押し着せられて、全校が閉鎖され、絶やされそうになった。

　しかし彼らは、私利私欲によってでなく、ただ神の国の立て上げを動機として働いてきたため、叩かれて

も何のホコリも出ず、最終的にはムン政権が崩壊し、IM 宣教会はさらに有名になって、その生徒は増えて

行った。主はいつの時代でも、福音を宣教する人を徹底して守り、いのちを守り育てる人を祝福されるのだ。

　人はそれぞれ、神の似姿に造られており、それぞれに、主から与えられた多様なタラントがあり、賜物が

ある。それらをはぐくみ育て、その賜を主の栄光のために用い、神の国を建てあげていく事こそ、主の御旨

であり御心である。今この時代も、私達は、人を得て、人を育て、人を残さなければならない。この時代、大

いにその働きをして行く私達でありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                    礼拝 11:30
English Service　　　          　　         15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 17 巻 47 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022 年 11 月 20 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

